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われらの前途は輝きながら険峻
けんしゅん

である 

 険峻
けんしゅん

のその度ごとに四次芸術は巨大と深さを加へる 

 詩人は苦痛をも享楽
きょうらく

する 

 永久の未完成これ完成である 

宮沢賢治 著 『農民芸術概論』より抜粋 

※ 険 峻
けんしゅん

…高く険しいこと  四次芸術…宮沢賢治さんの造語  享 楽
きょうらく

…快楽のこと 

 

  宮沢賢治さんは，「銀河鉄道の夜」「注文の多い料理店」など，童話や詩などを創作した作家です。 

実はこの方は，農業高校の先生をしていました。たった４年間でした。知っているようで知らないことや，知りた

くないのに知ってしまうこと，どうでもいいのに知り得てしまうことなど，「知る」ということについてのお話しがたくさん

あるそうです。 

 

宮沢賢治さんの「銀河鉄道の夜」という話は，彼が幼少期に同級生が川で亡くなったことが創作のきっかけに

なっています。同級生の死に際して，自分と同じ年の人間がこの世からいなくなってしまう事実を知り，彼は大き

なショックを受けたはずです。その時の心の動きが，やがて「銀河鉄道の夜」に結びつくのです。ジョバンニという

少年とカンパルネラという同級生。実は仲良しではなかった。ごく普通の同級生だったということは，彼の実体験

と同じです。そして，このお話は，何回か書き直しがされています。実は，このお話は完成していないのだそうで

す。 

 

なぜ，このような話をしたのかというと，冒頭の言葉を子どもたちに伝えたかったからです。中学校の２年目が

終わり，義務教育最後の１年間を向かえる今，「永久の未完成これ完成である」の言葉に触れ

ることで，もう一度考え直してもらいたいと思っています。 

 


